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第２章 配管工事 

 １ 管の布設 

（１）埋設深度 

  送、配水管の埋設深度は原則として次のとおりとする。 

   ・φ５０ ～ ７５     ０．７０ｍ以上 

   ・φ１００～２００     ０．９０ｍ以上 

   ・φ２５０～３００     １．２０ｍ以上 

   ・φ３５０～７００     １．４０ｍ以上 

   ・φ８００～１０００    １．６０ｍ以上 

   給水管の埋設深度は原則として０．６０ｍ以上とし、埋設管の深度はその都度道路管理者と

協議し決定する。 

   また、配管の埋設位置は他の埋設物との間隔をできるだけ３０ｃｍ以上確保することが望ま

しい。 

（２）切管の長さ 

  ① 切管の最小長は次のとおりとする。 

・ダクタイル鋳鉄管は、管口径以上でかつ０．５ｍ以上とする。 

    ただし、ＮＳ形耐震管は次表のＮＳ形切管最小寸法一覧表のとおりとする。 

   ・水道配水用ポリエチレン管及び耐衝撃性硬質塩化ビニル管の最小切管は、０．５０ｍ以 

上とする。 

   ・ねじ切鋼管は、０．３０ｍ以上、溶接鋼管は１．００ｍ以上とする。 

    ただし、排水設備の配管は除く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解体作業を考慮する場合の 

ＮＳ形切管最小寸法表  単位 ｍｍ 

 

解体作業を考慮しない場合の 

ＮＳ形切管最小寸法表  単位 ｍｍ 

 

呼び径 甲切管 乙切管 

７５ ８００ ８１０ 

１００ ８１０ ８２０ 

１５０ ８４０ ８６０ 

２００ ８４０ ８６０ 

２５０ ８４０ ８６０ 

３００ ９６０ １０００ 

３５０ ９７０ １０１０ 

４００ ９７０ １０２０ 

４５０ ９８０ １０２０ 

５００ ９１０ ９５０ 

６００ ９２０ ９６０ 

７００ ９５０ １０４０ 

８００ ９６０ １０７０ 

９００ ９７０ １０８０ 

１０００ １０９０ １０８０ 

 

呼び径 甲切管 乙切管 

７５ ７３０ ６００ 

１００ ７５０ ６２０ 

１５０ ７７０ ６５０ 

２００ ７７０ ６６０ 

２５０ ７７０ ６６０ 

３００ ７９０ ７５０ 

３５０ ７９０ ７６０ 

４００ ７９０ ７７０ 

４５０ ７９０ ７７０ 

５００ ９１０ ８００ 

６００ ９２０ ８００ 

７００ ９５０ ８４０ 

８００ ９６０ ８４０ 

９００ ９７０ ８４０ 

１０００ １０９０ ８４０ 
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② ダクタイル鋳鉄管の切管最大長は次のとおりとする。 

  ・ＮＳ形  甲切管  直管の有効長 －０．１０ｍ 

        乙切管  直管の有効長 －０．５０ｍ 

  ・Ｋ形   甲切管  直管 －０．１０ｍ 

        乙切管  直管 －０．５０ｍ 

（３）管の表示 

 ・水道用貼付テープ（管表示テープ）は、道路法施工令第１２条第２項の規定により、占用物件

の名称、管理者及び埋設した年を明示し、生地は青色、文字は白又は黒色とする。 

配水管以外の場合は、別に送水管及び導水管の名称を表示する。 

  φ３０以上の埋設管の管天部に直接貼り付ける。 

 ・水道用中間テープ（標示シート）の設置位置は、国県道は布設管上５０㎝、市町道は布設管上

４０㎝とし、給水取出し管では国県道は管上５０㎝、市町道は管上３０㎝とする。 

  生地は青色、文字は白色とする。 

 ・推進工法時において、さや管又は圧入鋼管（鋳鉄管）上部にペイントを塗布することとするが、

機械推進にはペイントしない。 

    

 

 

 

 

（４）仕切弁の設置位置 

仕切弁の設置箇所は、次のとおりとする。 

  ア できるだけ少数の仕切弁操作によって断水区域を小範囲に留められるように設置する。 

  イ 区画整理内及び団地は、原則として３基以内で止水できるように設置する。 

  ウ 分岐した管には設置する。 

  エ 排水管の本管の下流側及び必要に応じて本管の上流側にも設置する。 

  オ 重要な水管橋、橋の添架、上越し部、下越し部、軌道横断、交通量の多い国、県道等の横

断等の前後及び配水区の異なる配水管の連絡管部に設置する。 

  カ 地中埋設の仕切弁は、必ず仕切弁室及び筐を設置する。 

  キ 仕切弁の標準的な設置箇所は、下図のとおりとする。 

   ａ 交差点の中には、操作及び維持管理上により、原則として仕切弁は設置しない。 

   ｂ 交差点の隅切りから２．０ｍ以上後退させて設置する。 

 

 

 

 

 

 
２ｍ以上 

オイルペイント２回塗り 
６０°以上 

ペイント（青） 

さや管 
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２ 管の一体化長さ 

（１） ダクタイル鋳鉄管ＮＳ形の固定長  

〔 計算条件他 〕 

・土の単位体積重量γ＝１６ ｋＮ/㎥（＝1.63155 ｔｆ/㎥） 

・土の内部摩擦角φ＝30° 

 ・土と管の摩擦係数μ＝0.3 

・地盤反力係数ｋ＝3000 ｋＮ/㎥（＝0.305195 ｋｇｆ/cm3） 

・設計水圧P＝1.3MPａ（＝13.2563 ｋｇｆ/ｃｍ2） 

・土被りｈ＝0.7，0.9，1.2，1.5ｍ 

・ダクタイル鋳鉄の弾性係数Ｅ＝1.6×108 ｋＮ/㎡（＝1.6315×106 ｋｇｆ/cm2） 

・その他計算結果は0.5ｍ単位で切り上げ 
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ＮＳ形固定長の早見表 

１）水平曲管部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 水平曲管部の一体化長さ 

φ７５～４５０  (単位：ｍ)  φ５００～１０００ (単位：ｍ) 

曲管角度 

呼び径 土 被 り   

曲管角度 

呼び径 土 被 り 

（㎜） 
ｈ＝0.6

以下 

ｈ＝

1.2 

ｈ＝

1.5 
  （㎜） ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

45°を超え

90°以下 

75  4.0  - -   

90° 

500  18.0  15.0  

100  5.0  - -   600  21.0  17.5  

150  6.0  - -   700  24.0  20.0  

200  8.0  - -   800  26.5  22.5  

250  11.0  - -   900  29.5  25.0  

300  16.0  - -   1000  32.0  27.0  

350  - 15.0  13.0    

45° 

500  8.5  7.5  

400  - 17.0  15.0    600  11.0  9.5  

450  - 19.0  16.0    700  12.0  10.5  

22°1/2を超

え 45°以下 

75  1.0  - -   800  13.0  11.5  

100  1.0  - -   900  14.0  12.0  

150  1.0  - -   1000  16.5  14.5  

200  1.0  - -   

22°1/2 

500  2.0  2.0  

250  2.0  - -   600  2.5  2.5  

300  7.0  - -   700  2.5  2.5  

350  - 7.0  7.0    800  3.0  3.0  

400  - 7.0  7.0    900  3.5  3.0  

450  - 9.0  9.0    1000  3.5  3.5  

22°1/2以下 

75  1.0  - -   

11°1/4 

500  1.0  1.0  

100  1.0  - -   600  1.5  1.5  

150  1.0  - -   700  1.5  1.5  

200  1.0  - -   800  1.5  1.5  

250  1.0  - -   900  2.0  2.0  

300  2.0  - -   1000  2.0  2.0  

350  - 2.0  2.0    

5°5/8 

500  1.0  1.0  

400  - 2.0  2.0    600  1.0  1.0  

450  - 3.0  3.0    700  1.0  1.0  

      800  1.0  1.0  

      900  1.0  1.0  

      1000  1.0  1.0  

 

Ｌp 

Ｌp 
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２）伏せ越し部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 伏せ越し部の一体化長さ 

φ５００～１０００  

(単位：

ｍ) 

ﾓｰﾒﾝﾄｱｰﾑ 呼び径 土 被 り 

ｈｍ （㎜） ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

直結 

(45°) 

500  2.5  2.5  

600  4.0  3.5  

700  5.5  5.0  

800  5.5  5.0  

900  9.0  8.0  

1000  14.5  12.5  

2ｍ 

500  18.5  15.5  

600  21.0  17.5  

700  22.5  19.0  

800  23.5  20.0  

900  24.5  21.0  

1000  27.5  24.0  

3ｍ 

500  20.5  17.0  

600  23.5  19.5  

700  25.5  21.5  

800  27.5  23.5  

900  29.0  24.5  

1000  32.0  27.5  

4ｍ 

500  21.5  18.0  

600  24.5  20.5  

700  27.0  23.0  

800  29.5  25.0  

900  31.5  26.5  

1000  34.5  29.5  

5ｍ 

500  22.0  18.5  

600  25.5  21.5  

700  28.0  23.5  

800  30.5  26.0  

900  33.0  28.0  

1000  36.0  31.0  

左右の土被りとﾓｰﾒﾝﾄｱｰﾑが等しい場合を示す。表中の直結とは曲管と曲管間の切管①が 

ない場合を示す。また、水平切り回し部の一体化長さも全く同一となる。 

※φ７５～４５０は 

 水平曲管の固定長

を使用する。 

Ｌp Ｌp 
① ① 

hm 

 

ＧＬ 

土被り 

 

（単位：ｍ） 



- 59 - 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 垂直Ｓベンド部の一体化長さ 

φ５００～１０００   単位：ｍ 

ﾓｰﾒﾝﾄｱｰﾑ

ｈｍ 

呼び径

（㎜） 

土 被 り 

ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

Ｌｐ１ Ｌｐ２ Ｌｐ１ Ｌｐ２ 

直結 

(45°) 

500  3.0  2.5  3.0  2.5  

600  4.0  3.5  3.5  3.5  

700  5.5  4.5  5.0  4.5  

800  5.5  4.5  5.0  4.5  

900  9.0  7.5  8.0  7.0  

1000  14.5  12.0  9.5  8.5  

2ｍ 

500  18.5  13.0  15.5  12.0  

600  21.0  14.0  17.5  13.5  

700  22.5  15.0  19.0  14.0  

800  23.5  15.5  20.0  15.0  

900  24.5  16.0  21.0  15.5  

1000  27.5  18.0  24.0  17.0  

3ｍ 

500  20.5  12.5  17.0  12.0  

600  23.5  13.5  19.5  13.0  

700  25.5  14.5  21.5  14.0  

800  27.5  15.5  23.5  15.0  

900  29.0  16.5  24.5  16.0  

1000  32.0  18.0  27.5  17.5  

4ｍ 

500  21.5  12.0  18.0  12.0  

600  24.5  13.0  20.5  13.0  

700  27.0  14.0  23.0  13.5  

800  29.5  15.0  25.0  14.5  

900  31.5  16.0  26.5  15.5  

1000  34.5  17.0  29.5  17.0  

5ｍ 

500  22.0  11.5  18.5  11.5  

600  25.5  12.5  21.5  12.5  

700  28.0  13.5  23.5  13.5  

800  30.5  14.5  26.0  14.5  

900  33.0  15.5  28.0  15.5  

1000  36.0  16.5  31.0  16.0  

３）垂直Ｓベンド部 

Ｌp1 
hm 

Ｌp2 

※ モーメントアーム（ｈｍ）が直結 

（９０°）～２ｍ未満の垂直Ｓベン

ド部については、鉛直曲管部の表を

適用すること。 

 

備考 

土被りはＬｐ１側を示す。な

お、表中の直結とは曲管と曲

管間の切管①がない場合を

示す。また、水Ｓ平ベンド部

は、左右ともＬｐ１を確保す

ればよい。 

ＧＬ 

※φ７５～４５０は水平曲管の固定

長を使用する。 

土被り 
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備考 下側の曲管については水平曲管部の固定長を確保すること。 

 下側の曲管と固定長が重なる場合は、固定長＋定尺長の固定長を確保すること。 

 
表４ 鉛直曲管部の一体化長さ 

φ５００～１０００ (単位：ｍ) 

角度 
呼び径

（㎜） 

土 被 り 

L 

ｈ＝1.0 ｈ＝1.4 ｈ＝2.0 

90° 

500  25.3  18.3  14.1  

600  29.2  21.4  17.0  

700  32.8  24.3  20.0  

800  36.3  27.1  23.1  

900  39.4  29.8  26.1  

1000  42.4  32.2  29.1  

45° 

500  21.0  13.8  9.1  

600  24.5  16.3  11.2  

700  27.8  18.9  13.4  

800  30.9  21.3  15.8  

900  33.9  23.7  18.2  

1000  - 25.8  20.5  

22°1/2 

500  13.3  6.7  3.1  

600  16.0  8.4  3.8  

700  18.7  10.1  4.5  

800  21.4  11.8  5.3  

900  - 13.5  6.2  

1000  - 15.0  7.2  

11°1/4 

500  3.3  2.2  1.6  

600  4.1  2.7  1.9  

700  4.9  3.1  2.2  

800  5.9  3.5  2.5  

900  7.1  4.0  2.8  

1000  8.3  4.4  3.1  

5°5/8 

500  1.6  1.2  1.0  

600  1.9  1.4  1.0  

700  2.2  1.6  1.1  

800  2.6  1.8  1.3  

900  2.9  2.0  1.5  

1000  3.2  2.2  1.6  

 

土被り ｈ 

４）鉛直曲管部 

※φ７５～４５０は水平曲管の

固定長を使用する。 
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  備考 一体化長さの中に短管１号、仕切弁、短管２号の長さを含めないものとする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lp 

仕切弁部 管末（帽） 

Lp/2 Lp/2 

５）管末（帽）および仕切弁部 

 

表５ 管末（帽）および仕切弁部の一体化長さ (単位：ｍ) 

呼び径 土 被 り 

（㎜） ｈ＝0.6 ｈ＝0.8 ｈ＝1.0 ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

75  12.5  9.5  8.0  6.5  5.5  

100  15.5  12.0  9.5  8.0  6.5  

150  21.0  16.5  13.5  11.5  9.5  

200  26.5  20.5  17.0  14.5  12.0  

250  31.5  25.0  20.5  17.5  14.5  

300  36.0  28.5  24.0  20.5  16.5  

350  - - - 23.0  19.0  

400  - - - 25.5  21.5  

450  - - - 28.5  23.5  

500  - - - 31.0  25.5  

600  - - - 35.5  29.5  

700  - - - 40.0  33.5  

800  - - - 44.0  37.0  

900  - - - 48.0  40.5  

1000  - - - 51.5  44.5  
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備考   枝管側を直管１本分とした場合の

本管側の一体化長さを示す。本管

側の計算値が発散した場合のみ

必要最小の枝管側一体化長さに

対する本管側一体化長さを示し

た。 

６）水平Ｔ字管部 

表６ 水平Ｔ字管部の一体化長さ                (単位：ｍ) 

呼び径（㎜） 
土   被   り 

ｈ＝0.6以上 ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

本管 枝管 Ｌp1 Ｌp2 Ｌp1 Ｌp2 Ｌp1 Ｌp2 

75～300 

75 1.0  1.0  - - - - 

100 1.0  1.0  - - - - 

150 1.0  6.0  - - - - 

200 1.0  6.0  - - - - 

250 1.0  7.0  - - - - 

300 1.0  13.0  - - - - 

350 350 - - 1.0  14.0  1.0  13.0  

400 
300 - - 1.0  12.0  1.0  10.0  

400 - - 1.0  16.0  1.0  15.0  

450 
300 - - 1.0  12.0  1.0  10.0  

450 - - 1.0  18.0  1.0  17.0  

500 

350 - - 1.5  6.0  1.5  6.0  

400 - - 2.5  6.0  2.0  6.0  

450 - - 3.0  6.0  3.0  6.0  

500 - - 3.0  9.5  3.0  8.0  

600 

400 - - 2.0  6.0  2.0  6.0  

450 - - 2.5  6.0  2.5  6.0  

500 - - 3.0  6.0  3.0  6.0  

600 - - 3.5  11.5  4.0  9.5  

700 

450 - - 2.0  6.0  2.0  6.0  

500 - - 2.5  6.0  2.5  6.0  

600 - - 4.5  6.0  4.0  6.0  

700 - - 4.5  13.0  4.5  13.5  

800 

500 - - 2.5  6.0  2.5  6.0  

600 - - 3.5  6.0  3.5  6.0  

700 - - 5.0  7.5  5.0  6.5  

800 - - 5.0  15.0  5.0  12.5  

900 

600 - - 3.0  6.0  3.0  6.0  

700 - - 4.5  6.0  4.0  6.0  

800 - - 5.5  9.5  5.5  8.0  

900 - - 5.5  16.5  5.5  14.0  

1000 

600 - - 2.5  6.0  2.5  6.0  

800 - - 5.5  6.5  5.0  6.0  

1000 - - 5.5  20.0  5.5  17.5  

 

Ｌp1 Ｌp1 

Ｌp2 
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備考   一体化長さは呼び径に応じて決定されるため、

接合形式にはよらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lp 

７）片落管部 

表７ 片落管部の一体化長さ 

φ７５～１０００      (単位：ｍ) 

呼び径 土   被   り 

大管 小管 ｈ＝0.6 ｈ＝0.8 ｈ＝1.0 ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

100 75 6.0  4.5  4.0  3.5  2.5  

150 100 11.0  8.5  7.0  6.0  5.0  

200 
100 19.0  15.0  12.0  10.5  8.5  

150 11.0  8.5  7.0  6.0  5.0  

250 

100 25.5  20.0  16.5  14.0  11.5  

150 19.5  15.5  12.5  11.0  9.0  

200 11.0  8.5  7.0  6.0  5.0  

300 

100 31.5  25.0  20.5  17.5  14.5  

150 26.5  21.0  17.5  15.0  12.0  

200 19.5  15.5  13.0  11.0  9.0  

250 10.5  8.5  7.0  6.0  5.0  

 

呼び径 土   被   り 

大管 小管 ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

350 

150 18.5  15.0  

200 15.0  12.5  

250 11.0  9.0  

300 6.0  5.0  

400 

150 21.5  18.0  

200 19.0  15.5  

250 15.5  12.5  

300 11.0  9.0  

350 6.0  5.0  

450 

200 22.5  18.5  

250 19.0  16.0  

300 15.5  13.0  

350 11.0  9.0  

400 6.0  5.0  

500 

250 22.5  19.0  

300 19.5  16.0  

350 15.5  13.0  

400 11.0  9.0  

450 6.0  5.0  

 

呼び径 土   被   り 

大管 小管 ｈ＝1.2 ｈ＝1.5 

600 

300 26.5  22.0  

350 23.0  19.5  

400 19.5  16.5  

450 15.5  13.0  

500 11.0  9.0  

700 

400 26.5  22.5  

450 23.0  19.5  

500 19.5  16.0  

600 10.5  9.0  

800 

450 30.0  25.0  

500 26.5  22.5  

600 19.0  16.0  

700 10.5  9.0  

900 

500 33.0  28.0  

600 26.5  22.5  

700 19.0  16.0  

800 10.0  8.5  

1000  

600 32.5  28.0  

700 26.0  22.5  

800 18.5  16.0  

900 10.0  8.5  
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〇 ＮＳ形大口径管（φ５００以上）の固定長が重なった場合の基本的な考え方 

下図のように固定長が重なった場合は、それぞれ対象となる異形管等の継手より、固定長 

＋定尺長を固定する。（但し、その延長はＮＳの栓の固定長×２までとする。） 

Ｌ1 

Ｌ2 

Ｌ1＋定尺長 

Ｌ3/2 Ｌ3/2 

Ｌ3/2＋定尺長 

※固定長Ｌ2 とＬ3/2 
が重なっている 

Ｌ2＋定尺長 

Ｌ3/2 

Ｌ2 

Ｌ3/2 

Ｌ3/2＋定尺長 

Ｌ1＋定尺長 

Ｌ1 

Ｌ1 

Ｌ2 

※固定長Ｌ1 とＬ2 
が重なっている 
Ｌ2＋定尺長とＬ3/2 
が重なっている 

この場合Ｌ3/2＋定尺長
＋定尺長はとらない 

この場合Ｌ1＋定尺長 
＋定尺長はとらない 
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（２）ダクタイル鋳鉄Ｋ形管拘束延長表（ポリスリーブ施工） 

 浅層埋設の場合 

 

従来の埋設深さ 

 

 

 

 

 

呼び径 
土被り 

（ｈ） 

拘  束  延  長 （ｍ） 

管 末 90° 45° 22°2/1 11°1/4 5°5/8 

 75 0.8 13.00 12.00 11.00 10.00  6.00 ― 

100 0.9 13.00 12.00 11.00 10.00  6.00 ― 

150 0.9 18.00 17.00 16.00 15.00 11.00 ― 

200 0.9 22.00 22.00 21.00 19.00 16.00 ― 

250 1.2 21.00 20.00 19.00 18.00 14.00 ― 

300 1.2 24.00 24.00 23.00 21.00 18.00 11.00 

350 1.4 24.00 24.00 23.00 21.00 18.00 11.00 

呼び径 
土被り 

（ｈ） 

拘  束  延  長 （ｍ） 

管 末 90° 45° 22°2/1 11°1/4 5°5/8 

 75 1.2  8.00  7.00  6.00  5.00  1.00 ― 

100 1.2 10.00  9.00  8.00  7.00  3.00 ― 

150 1.2 14.00 13.00 12.00 10.00  7.00 ― 

200 1.2 17.00 17.00 16.00 14.00 11.00 ― 

250 1.2 21.00 20.00 19.00 18.00 14.00 ― 

300 1.2 24.00 24.00 23.00 21.00 18.00 11.00 

350 1.4 24.00 24.00 23.00 21.00 18.00 11.00 

（単位 mm） 

（単位 mm） 

－65— 
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（３）不平均力の作用箇所 

  管路の異径管部には水圧による不平均力が作用する。異形管防護が必要となる代表的な異形管

部を次に示す。 
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不平均力の早見表 

 単位水圧当りの不平均力を次の表に示す。 

 

 

 
注 1) P66 の曲管部の不平均力 P を示す。 
  2)  図中の T 字管部、伏せ越し部、S ベンド部、栓および仕切弁部の不平均力 P に相当する。 
   なお、片落管部の不平均力は小管側の口径によるため省略した。 
 
備考）各不平均力は外径 D2で計算した。 
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（４）防護コンクリートを併用する場合 

  一体化長さの計算結果が長くなり配管設計上支障となった場合、防護コンクリートを併用して

一体化長さを短く変更した曲管部の例を示す。一体化長さと防護コンクリートの形状寸法は、一

体化管路部で保持できる水圧分の合計が設計水圧となるように行う。これによって、一体化長さ

を短くできるだけでなく、防護コンクリートの体積も防護コンクリート単独で不平均力を保持す

る場合より小さくすることができる。この考え方は、他の異形管部で一体化と防護コンクリート

を併用する場合も同様である。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一体化部に防護コンクリートを併用した例 

複雑な配管における防護コンクリートの適用例 
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構造物の近傍に曲管部が配置される場合 

  構造物の近傍に曲管部が配置される例で構造物周りがすべて離脱防止となって地盤変位の吸

収性に問題があると判断され、構造物との取り合い部に継輪を 2 個使用して変位吸収性を高め、

同時にこの継輪が平常時の水圧で伸び出すことを防止するために曲管部に防護コンクリートを

設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（５）構造物の近傍に曲管部が配置される場合 
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３ ダクタイル鋳鉄管の離脱防止  

（１）ＮＳ形鋳鉄管継輪用離脱防止押輪  

  押輪の材質は、 JWWA G 114 の FCD420-10 又は同等以上のものとする。押ボルト

は酸化被膜処理を施した合金ダクタイル鋳鉄製とする。爪は合金ダクタイル鋳鉄

製とし保持具の材料は、 JWWA K 156(水道施設用ゴム材料 )のもので、水質に影響

を与えないものとする。爪の接触率は管外周面の 60％以上とする。  

  T 頭ボルト、ナットは、SUS304、403 又はフッ素樹脂コーティング合金とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 設計水圧（MPa） 

75 2.5 

100 2.5 

150 2.5 

200 2.5 

250 2.5 

300 2.2 

350 1.75 

400 1.6 

450 1.5 

500 1.5 

600 1.5 

700 1.3 

 

呼び径 
限界曲げモーメン

ト（kN・m） 

75 4.4 

100 7.4 

150 17 

200 24 

250 35 

300 64 

350 81 

400 129 

450 170 

500 198 

600 324 

700 515 

 

耐圧性能  

 
曲げ性能  
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形状及び寸法  （参考）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
寸法表    (単位 ㎜) 

呼び径 Ｄ3 Ｄ4 Ｄ5 Ｌ ＭA Ｎ-E 

75 97.0 186 224 52.5 219 4-19 

100 122.0 209 255 52.5 255 4-23 

150 173.0 264 310 52.5 313 6-23 

200 224.0 318 364 52.5 419 6-23 

250 275.6 370 416 52.5 419 8-23 

300 326.8 431 477 53.5 539 8-23 

350 378.6 482 528 60.5 590 10-23 

400 429.6 536 582 68.0 644 12-23 

450 480.8 587 633 75.5 695 12-23 

500 532.0 654 700 74.0 746 14-25 

600 634 758 804 82.0 850 14-25 

700 738 876 930 770.0 960 16-27 

 

呼び径 ７５～２５０ 

呼び径 ３００以上 
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（２）Ｋ形鋳鉄管用離脱防止押輪  

   

（参考）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 寸法の許容差  (単位 ㎜) 

呼び径 
許  容  差 

Ｄ3 Ｄ4 Ｄ5 Ｄ6 Ｅ(1) 

75～250 ＋3.0 

－1.0 

±1.5 

＋規定せず 

-2.0 

±2.0 

＋1.5 

－0.5 

300～600 ±2.5 

700～900 
＋3.5 

－1.0 
±3.0 

1000 
＋3.5 

－1.0 

＋規定せず 

 －3.0 
±3.5 

注(1)ボルト穴を鋳放しする場合、片側は＋2.5㎜まで許容する。 

  

 

 

呼び径 設計水圧（MPa） 

75 4.0 

100 4.0 

150 4.0 

200 4.0 

250 3.1 

300 3.1 

350 2.0 

400 2.0 

450 1.9 

500 1.8 

600 1.7 

700 1.6 

800 1.4 

900 1.1 

1000 1.1 

 

耐圧性能 
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 （３）Ｋ形鋳鉄管用割離脱防止押輪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）  
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呼び径 設計水圧（MPa） 

75 3.0 

100 3.0 

150 3.0 

200 2.0 

250 1.7 

300 1.4 

350 1.3 

400 1.3 

450 1.2 

500 1.2 

600 1.0 

700 0.9 

800 0.9 

900 0.9 

 

耐圧性能 
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４ ボルトの締め付け 

（１）締め付け基準トルク 

 ダクタイル鋳鉄管（ＮＳ形、Ｋ形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＲＦ形、ＧＦ形フランジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サドル分水栓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 ボルトの呼び 横・Ｔ頭ボルト 縦ボルト 

75 Ｍ１６  ６０ 
Ｍ２０ １００ 

100～600 Ｍ２０ １００ 

700、800 Ｍ２４ １４０ 
Ｍ２２ １２０ 

900、1000 Ｍ３０ ２００ 

呼び径 ボルトの呼び ＲＦ形 ＧＦ形 

75～200 Ｍ１６  ６０ 

６０ 

250～300 Ｍ２０  ９０ 

350、400 Ｍ２２ １２０ 

450～600 Ｍ２４ １８０ 

700～1000 Ｍ３０ ３３０ 

配水管の種類 
ボルトの呼び 

Ｍ１６  Ｍ２０ 

鋳鉄管 ６０  ７５ 

配水用ポリエチレン管 

４０  ５０ 水道用ポリエチレン管 

硬質塩化ビニル管 

(単位 Ｎ･ｍ) 

(単位 Ｎ･ｍ) 

 

(単位 Ｎ･ｍ) 
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（２）ボルトの追締め順序 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準締め付けトルクでの締め付けを 1 周おこなった後、最初に標準締め付けトルクで締付け始め

た１のナットが手で回る場合は、１のナット及び２のナットの再度標準締め付けトルクで締め付け

る。 

 

＊注意  

 締め付けトルクでの締め付けを１周おこなった後、１のナット又は２のナット以外のナットを

再度標準締め付けトルクで締め付けた場合、締め付けトルクが過大となり、ゴム輪が大きく変形

したりして漏水の原因となる恐れがある。 

 

 

ボルトの寸法については、ＮＳ形とＫ形で一部違うものがあるため、本編第３章 管の寸法  

1 ダクタイル鋳鉄管（４）ボルト、ナットの寸法(P119～)を参照すること。 
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① K 形管路の押輪に使用する T頭ボルト・ナット(押輪メーカーの仕様に基づいて検討） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② NS形管継手(直・異形管）に使用する T頭ボルト・ナット（NS 継輪用特殊割押輪以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接合ボルト・ナットの材質 

※ボルト・ナットの材質については、機械的性質、耐腐食性、経済性及び施工性等を考慮しFSA(フ

ッ素合金ボルト）同等以上（SUS）とする。 

また、ボルトの材質的耐力の検討が必要な場合は、メーカーの計算書等により安全性を確認し承

認していくこととする。 

  

 

呼び径 

SUS304 SUS403 FSA 

（205N/mm2） 

JIS G 4303 

（390N/mm2） 

JIS G 4303 
（380N/mm2） 

75 

× 

 

口径により耐力不足

となるため使用しな

い。 

○ 

 

納期、在庫など流通面で

若干市場性が劣ってい

る。 

○ 

 

 

 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

400 

450 

500 

600 

700 

800 

900 

１000 

 
 
  

 

呼び径 

SUS304 SUS403 FSA※ 

（205N/mm2） 

JISG4303 

（390N/mm2） 

JISG4303 
（380N/mm2） 

φ75 

  T 頭ボルト・ナットを使用しない 

φ100 

φ150 

φ200 

φ250 

φ300 

○ 

 

 

      ○ 

納期、在庫など流通面で

若干市場性が劣ってい

る。 

○ 

φ350 

φ400 

φ450 

φ500 

φ600 

φ700 

φ800 

φ900 
×規格品が無 

φ1000 
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③ NS 形管路の NS 継輪用特殊割押輪に使用する T頭ボルト・ナット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ FSA(クロダイト製フッ素合金ボルト・ナット) 

※ ボルトの保障荷重を【締付けによる軸力＋ボルトに作用する引張力(管の断面積＋水圧）】 

にて計算。 

 
 

 

呼び径 

SUS304 SUS403 FSA※ 

（205N/mm2） 

JISG4303 
（390N/mm2）JISG4303 （380N/mm2） 

φ75 

× 

     ○ 

納期、在庫など流通面

で若干市場性が劣って

いる。 

×現在 NS用規格品無 

φ100 

○ 

φ150 

φ200 

φ250 

φ300 

φ350 

φ400 

φ450 

φ500 

φ600 

φ700 

NS 継輪用特殊割押輪なし 
φ800 

φ900 

φ1000 
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５ ポリエチレンスリーブ 

（１）ダクタイル鋳鉄管用ポリエチレンスリーブ 

  ポリエチレンスリーブによる管被覆の目的は、埋設土壌と管との直接の接触を断つことによ

り、管の防食をおこなうためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 内 径 折り径 厚 さ 長 さ 

 75 248 390 

0.2 

5000 
100 286 450 

150 350 550 

6000 200 414 650 

250 446 700 

300 509 800 

7000 
350 573 900 

400 637 1000 

450 700 1100 

500 732 1150 

7500 

600 859 1350 

700 955 1500 

800 1114 1750 

900 1210 1900 

1000 1305 2050 

(単位 mm) ポリエチレンスリーブの寸法 

 

・スリーブの補修 
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・接合部施工詳細図 
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・直管の施工要領 
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・スリ-ブの合わせ方  
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・異形管類の施工要領 
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- 90 - 
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４） 水道配水管用ポリエチレン管専用浸透防止スリ－ブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    寸 法                              単位 ㎜ 

呼び径 内径 
折り径 厚さ 長さ（参考） 

寸法 許容差％（4） 寸法 許容差 寸法 
  50  102  170 

＋規定せず 
－0.5 

0.1 

＋規定せず 
－0.01 

6000 
  75  159  220 0.1 6000 
 100  223  330 0.1 6000 
 150  325  420 0.1 6000 
 200  446  670 0.1 6000 

 

 

 

単位 ㎜ 

50 )|( φ７５ 水 道 

製造会社の略号 

 

○ 

呼び径 )|( の記号 
 

)|( φ７５ 水 道 )|( φ７５ 水 道 ○ ○ 

500 500 

ポリエチレン管用浸透防止スリー

 
ポリエチレン管用浸透防止スリーブ 

500 

（２）水道配水管用ポリエチレン管専用浸透防止スリーブ 
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６ ロケーティングワイヤー 
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（ 注 意 ） 

ロケーティングワイヤーは、鋼管（ＳＰ及びＳＧＰ）を除く導、送、配、給水管の全ての埋設管に施工する。 
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